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実験場所 

今回の実験は担当者の出身地である高知県の実家にある家庭菜

園で行ないました。これには以

下のような理由があります。 

 

・ トマト栽培と生育状況の確

認を気軽に依頼できること。 

・ 実験を行うと栽培中の作物

にダメージを与える可能性

があるがそれに関して遠慮

する必要がないこと。 

・ 実験資材などの置き場所や実験機器の製作、組み立て場所があ

る程度確保出来ること。 

・ 資材購入などに関して土地勘があり、更に時間を気にせず遠慮な

く実験できること。 

 

特に、農家や研究所の作物は出荷や研究のため栽培されるのでダメ

ージを与える可能性のある実験を実施できませんが、それを気にしな

くて良いのが 1 番の理由です。 

 

羽田-高知龍馬空港で就航している

B767-300。直線と直角を基調とした

機内デザインが 20 世紀っぽい。実験

とは全く関係ありませんが…。 

↑土佐勤王党の人名一覧。半平太を

筆頭に龍馬を含め200名を超す人名が

刻まれています。 

→

高知といえば…坂本龍馬が有名です

が、右写真の銅像は武市半平太です。
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実験  

実験の は、 んの ト の

程  1    に る    の を めるための

ー を することです。 し、作物の や生育 、

によ て が に るのは なので、高 度の実験を行うこと

を とせず 場で 時間で が れることを

しました。また、それ れの を 1 に します。 
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実験  

の 1 の を 出することが ですが、この

は実験 することが出来ません。 て、作物を す

る 、 まり 気の 度に関して 実験を行い、その の

がどのように する をまず実験します。この実験 と、ある

を与えて を行 た を することで とし

て与える き を します。 1 にその の を します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来は に栽培中のトマトを 置して を り み を行う

のが理 ですが、 場で を行う 1 に すような

な いをトマト りに 置し、そこに を み しました。 

 実験 を める  

を  

の

で  

れる

で  

実験 と を し り

を を り す。 
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実験  

実験 置は、 に作物

いと 、

です。まず作物 いは

場での 性や作 性を

勘 し の

を いました。 ・

置を に り すこと

、 を いず組み立て

れるよう 材は ト

と トで  

としました。  

いの には を行うために ー を 入する を必要な

場所に ています  。高さ に 所 するため

は 下 それ れに 所ず いています。 所の で

所の が いているのは、 の 行き の 度 は

ー と の 置関 、 きと きの の とは の

置 ー を 入する必要があるためです。また を

に り 置を特 しました。   

が を ように い せで した 材を とし

て いて を しました。   は な 置

場 を 1 しました。 しそのままでは が きす るた

め、 を の い で い を しました。  

では 中のため 置は していませんが、

ーの が いの に 置し、 中 が い中 を り高さ

または となるように しました。 

図 2 作物囲いと送風ファン 
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と ト

マト の を に

を行います。この

を した理由は

の 度が高

いのに して、 は

度がやや く、

の を 確にしや

すい です。 

 

所は

下 でそれ

れ 1

1 間 の で

1 に いて 所

です。それ れの

所で 度を 回

し、その と

を いた の

の を ー とし

て します。 
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の は マ   

を いて、 に る の を しました。 

 

の  
した

は の な

ので は に

です。 度 ト

を るには を

に しな

れ なりません。こ

のため、 で

は 中

れる に 度

ト が いていると し を しました。 に下 で

度 ト は作物を回り みなが を いていると しました。 

また、 度 ト の ー は なる の で、実験中の

れがどのようにな ている しにくいため ー 可 ト

を いて 度 ト と を可 しました。 

して直角に がる

が です。 に

の があります

が、 が は ませ

ん。 機 と が

のでし 。 いと って

いて っとしてと いました

が、 はり でした。 

図  風  
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デ の 太 ン  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に で 生した が を する の、 ・下

度を 理した を します。 の は を

に し、中 の の は の がある を メージしやすい

ように した のです。 実験の には ではなく の

や 、実があります。 、 の 理は て ー 可

ト で行な ています。 

図  風 ファン  
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デ の 太 ン高  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るように は 度が高いため れは する

ことが出来ず しなが 下 に れます。 入が に

関 ず、下 では 1 の にな て り、 の が

きいことが み れます。 

図  風 ファン  
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デ の イ ン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、 を にした実験 では との 度

の が特に に れることが確認できました。 

ファン

と

 

風

い

風

と

 

 

と と

い

 

図  風 ファン
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デ の イ ン高  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 により の による れの は 度が高い が こ

りやすいと えていましたが実 には でした。 度が高い場 、

する より てしまうので が 出来ないようです。 

風
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ファン

 

フ

ァン
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図  風 ファン  
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の  

これまでの実験 と特 の を与えて を行 た

を することで を 出します。 、 に与えた

が しい ではないので しず しなが な を めると

いう り しが必要です。 

この り しの を行な ている 中でま 確な

の は 出できていません。 し、これまで を行な てきた中で

いく の が えてきました。 

え 、 に関して などで れる 栽を

する場 の はトマトを とする場 は 当ではないことなどで

す。これは 栽が である 、トマトは 菜なので当 ですが、

ー がない場 に な は出来ないことを しています。 

 

 

 

図   
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まとめ 

今回の なトマト の 実験を して くの

と知 が れました。それ を以下に します。 

 

 確な は 中ですが、 の下 に

いて は 程度 の が れました。 

 

 は な 場 に の を り

た のを今回 しました。 の は 中 に いて

が いため、 れ場がそ そ になる です。 では

の に 置を り るのが ですが、 場ではその

ー を確保するのが です。この は の

などで今 したいと えています。また、 の きが

に きく するためこれを 場で 確に める が必要です。 

 

置  置は いを作 する に めたので、実験で

は な 置で が出来ませんでした。 置は め めて

くのではなく、 場 せで行なう必要があることが りました。 

 

作物 い 今回は作 性を して の を しまし

たが、 材を に しないと 度が することが りまし

た。作 性と 度のト ー は今 の です。 

 

 は当 1 で行なう でしたが、 ー の

な には ー を 作し を み る と を 入する の

が必要であることが りました。 


